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一
　古くから注目されてき7こワムシのj耐乾性の問題をし,らべる目的で筆者('49, '52)は札幌産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　●Ｐｈｉｌｏｄｉｎａ.　ｒｏｓｅｏｌａを用いて乾燥死に及ぼす乾燥速度の影響をとりあげて定量的に実験を行っすことこ
ろ, M. H. Jacobs ('09)によって主張せられす二ように非常に速い乾燥速度はワjムシに機械的の
　　　　　　　　　　　5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’:致死作用を及ぼすこと，さらに乾燥速度炉極端に大きくない場合には乾燥速度とは無関係にワムシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1),2)　　　　　　　　　　　　　　　.から致死限界量の水加奪われると死炉起る･こと炉明らかになった．ますこ高知産の同種のワムシは札
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　4）　　　　　　　　　　･’，幌産のものにくらづて耐乾性の強いことを報告しすこ．ここに報告する実験はワムシの乾燥死に及ぼ
す乾燥速度の影響並びに五酸化燐Ｐ２０５による乾燥の影解をしらべすこものである，　　丿
　本文に入るに先だって，御校閲並びに御批判を賜わっすこ恩師北海道大学青木廉教授に感謝の意を
表する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　’
　材料は1952年’２月高知大学構内の水溜りから探集し引続いて飼育中のベニ･ヒルガタフムシ
Philoぷna ros。olαでゐる．飼育方法にっいてふ別剌|）を参照されたい.
　･実験１．乾燥速度の影響
　前述し7こように急速乾煤はワムシに対して主として機械的の有害作用一内部器官の乾燥牧縮と
表皮Cuticleの収縮の度合炉等しり
われろ･．この実験は再び乾燥速度の影響をしらべるす二めに，スライドグラス及び濾紙片を用いて･，
相対的乾燥速度を異にしす二条件の下で行われ7こものである．卜
　　，　　　　　　　　･Ｔａｂ】el. The effect of desiccation on the rotifer。Philoぷﾀ1ご7
roseo£αヽ.　’
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* These drying conditions are as follows; temperature 21―25°C., saturation deficiency
　　ranging from 1.86 mm. to 2.95 mm.
２ 高知大学学術研究報告　第２巻第12号
　実験にあたり，ます小さいピ･ベツ1ヽでワムシを吸取って時計皿に分離し，火雑物を除りこめに蒸
溜水で２～３回洗い，ついで清潔なスライド.グラス及び沁紙片に分離し乾燥を始める.jろライトダ
ラスの場合はワムシ体周囲の水が蒸発して体表面が露出する瞬間を，濾紙片の場合には沁紙片炉肉
眼的に乾燥し仁と考えられる時間を夫t乾燥開始点とし，それより一定時間乾燥しす二後，水に戻し
凡そ24時間以内に運動を始めfこ個体を蘇生し仁ものと判定し7こ．第１表はスライドグラス及び濾紙
片を用いてワムシを乾燥しす二結果を示し仁ものである．実験温度は24°C.,比較漁度はスライドダラ･
スの場＆87が，濾紙片の場合88％である．即ち，これらをfiS-g- Saturation defi･ciencyで示すと
前者は2.91mm.,後者は2.69mm.である．上表に見られるようにスライドグラスによる乾燥ｸ）
場合は時間加長くなろにっれて次第に乾燥死の個体が多くなっているｌ他方，濾紙片の場合はこの
実験の範囲内では殆どすべて乾燥に耐えている．そして乾燥死を鳶こしている個休は水を吸う結集
　　　　　　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●特異の死型を呈する加，表皮炉内部器官より剥離している個体は非常に僅少である．
　　　　”一定条件の下における相対的乾燥速度”
　この実験において一定粂件の下におけるスライドグラス及び沁紙片の相対的乾燥速度は夫tの自
由面から蒸発する水分量をもって比較しす二．第１,図は水加スライドグラス及び濾紙片から蒸発する
速さを示し北ものである．
ｎ４
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Fig. I. The evaporation velocity of 3 mg. 0f water under
a definite drying condition （24°C)
50
　乾燥の初め,においては腿紙片の場合炉スライドグラスの場合にくらべて著しく速い速度で水が蒸
発している．しｶヽし，乾燥の経過にっれて濾紙片からの蒸発の割合は著しく減少し，ついには初め
にあ7こえす二水(3mg.)のうち一部の微量の水分は蒸発しないで残っている．これに反してスライ
ドグラスの場合には，大体において初めの速度を保ちつつ蒸発し完全に乾燥じてしまう．な鳶，他
の曲線は温度24°Ｃ.，比較湯度88％の下で乾燥し7こ諮紙片に一定量の水(3mg. /24°Ｃ.）をあ了二
え，化学天秤の両方の皿をはずして第２図に示しである方法によってPeOr,を用いて乾燥し仁場合・
における水の蒸発速度を示し仁ものであろ．予めあすこえす二水分量以上に蒸発していることは濾紙片
に初めから含まれてい?二水分も同時に蒸発し仁ごとを示すものである．　　　　　　　　　＼
　既に述べすこように乾燥に際してワムシ体内から水の失われることは明らかである．ワムシに影響･
す,る乾燥速度はワムシ炉乾燥される初期の速度であり，実際ワみシ炉乾燥される時の速度は第１図
各曲線の後半の速度に相当すると思われるので，この実験における乾燥速度はスライドグラスの場
合炉濾紙片の場合にくらべて著しく速いことになる．
　考察-一既述しすこようにワムシの乾燥死に及ぼす乾燥速度の影響は速い速度のあたえる機械的の
有害作用であると考え仁．そこでこの機械的の障害のみによって乾燥死炉ひきおこされるものとす
゛゛・この方法で充分に乾燥した場合の濾紙片の重２と気密状態に保ったP205の７'シケーターの中で乾燥した場
　合の重ａとの間には殆ど差呉は兄られなかクた・
３れば.7ことえこの有害作用に対する抵抗力に多少の個体差があるとして’も乾燥那には乾燥時間の長
短はあまり問題にはなら,ないものと考えられる．　　　　　　　　．’　　　．．
Fig. 2. Method of determination りf the
　　　amount of　water evaporated from
　さて，本実験の結果，著しく乾燥速度の速いス･ライ
トグラスにおいてかなり長時間ワ･ムシを乾燥し仁時で
ぎえ蘇生個体の現れて,いる,ことは，ワムシ炉乾燥にさ’
らされる時にうける機械的の有害効果加少いことを示
すものであlり，な訟乾燥死を洽こしている個体炉水を
吸う結果示すところの死型加，表皮と内部器官の剥腹
　　　　　●　　　　　　　－　　?　　　　　　　メ　　Ｉ　　●しているものの甚だ少いこともこの考えを裏付けるも
のである．
　それでは友ライトグラスの場合に乾燥時間の長びく
につれて乾燥死の佃体の哨加するのは如阿なること･を
示すのであろうか？他方，スライドグラスにくらべで
著しく乾燥速度の遅い,’しかも第１図からこの実験粂
件の下においてごく微量の水炉残つている濾紙片の場
　　　filter paper in the Ｐ!Or.-desiccator. 合において，長時間の乾燥',こさらされてもなおすべて
　　　　　｢　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
蘇生している事実は，乾燥速度のあす二える機械的の有害作用Iをうけることなく，しかも認紙片に含
まれている微量の水の存在の下ではワムシ自体充分の乾燥を米だうけていない2Eいうことに帰因す
るものと思われる．これ･らのことから考えると，不ライトグラスに袁ヽいては乾燥時間の経ぶこつれ．
て乾燥死の佃体の増加することは，ワムシ体内から蒸発する水のまが徐判こ増加するたか,こ必こるj
ものであろう・
　実験．２．五酸化燐PsOr,によ｀る乾燥の影響　　　　　　　　　　　　＼
　ワムシは充分の乾燥をうけない時にはかなり長時間乾燥の経過に耐えている．そこで濾紙片にア
ム？を分離し，予め温度22°Ｃ.，比較温度92％の条件の下で濾紙片加肉眼的に乾燥し7こと考えられ
る程度の乾燥を行い,.ついで強い吸温力を有するＰ２０５を用いで乾燥を試みすこ．第之表はその結
果を示したものである.
　　　　　　　　　　Table 2. The effect of desiccation on the rotifer
　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ力面ぷ即7,･oseola, being isolated on filter　　　　　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　paper. dehydrated　in the P2O-.-desiccatc)r (24°C.).
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　上表に示されてあるようにPsOr.で長時間乾燥しす二場合においてもな裏ヽ乾燥死をひきおこさな
い佃体炉現れているが，乾燥時間の長□ぶるにつれて乾燥死の個体炉増加している．しかして前乾
燥時間の多い場合は少い場合にくらべてP-.Or,の乾燥時間加短かくても乾燥死炉見られる．
４ 高知大学単術研究･報告　第２倦‘第12号”
　一方，第１図,に示してあるよ引こP2‘０５は普通の乾燥条件の下では諮紙片に含まれていると思
われる微１の水を吸牧すること炉可能である．それ故に本実験においてワ2,シはかなり‘”高度の乾
燥”に近い状態におかれ仁ものと思われる．
　なお･，少数佃体について，スライドグラスを用いて同様の実験を試み7こところ，第３表に示して
あるように，濾紙片の場合にくらべて著しく短時間にすべて乾燥死を鳶こしている.
　　　　　Table 3. The effect of desiccation on the rotifer
　　　　　　　　　　　　　　　Ｐｈｉｌｏｄｉｎａｒｏｓｅｏｌａ, being isolated on slide-
　　　　　　　　　　　　　　　glass. dehydrated in the Pj‘０５-(!esiccatc?r(24°CJ.
Time of preliminary　.
desiccation (22°C.，
92% R. H.)
Time of desic-
cation in the
P205　　，
No. of　indivi-
duals　　　　　　’
No. of individuals
died in desiccation
　　　　　1 min.
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　考察一実験１において，ワムシは充分の乾燥にさらされない時には長時間乾燥に耐えること炉
見られ7こ．本実験においでは'ワムシを高度の乾燥に近いと思われる条件の下で乾燥を行つfこ．それ
にもかかわらずかなりの長時間乾燥に耐えている事実は，頁の乾燥状態に近いと考えられる本実験
粂陶こおいてもなお奪うことの出来ない生理的に有効の水が体内に存在していろことを示すもの7で
ある．しかしこの水分は単に体の外暦部の耐乾性機構のfこめ体内より奪われすにあるも･のか．或いは
体内の構造と結びついているために奪われにくい状態にあるものかはこの実験からはわからない．
しかし，乾燥時間が長くな釧こつれで乾燥死の佃体の現われること並びにスラ.イドグラスの場合に
すべて乾燥死をひきおこしていろことから，所謂，乾燥致死斑界量の水がワムシから失われること
が乾燥死をもすこらす大きな原因であると考えられる．　　　　　　　　．
　　　　　　摘　　　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　‘･
　Ｌ　ベニヒルガタワムシＰｈｉｌｏｄｉｎｏｒｏｓｅｏｌａを用いて乾燥死に及ぼす乾燥速度の影響並びに五酸・
化燐Ｐ２０５による乾燥の影響をしらべす二.
　2.　速い乾燥速度のあすこえる機械的の作用は殆ど乾燥死の原因とならない.
　3.　五酸化燐P2O5を用いて高度の乾燥条件で乾燥しfこ場合でもワムシは長時間乾燥に耐えて
いる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　4j　乾燥死は主として致死限界水量炉ワムシ体内から失われるために鳶こると考えられる．
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　　　　　　　　Influence of the Evaporation Velocity on the' Desiccation　　　　，.
　　　　　　　　　　　Death of the Eotifer (III)
　　　　　　　　　　　　　　　　　”●　　　　　by
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shun-ichi UMEZAWA
　　　　　　　　(Biological Laboratory, Liberal Arts Faculty, Kochi University)
　Effect of the evaporation velocity on the desiccati‘on death of the rotifer, Philoぷ71α
ｒＯseola, inhabiting in　K6chi, was　investigated. The animals were　individually
desiccated on slide-glass or on filter paper under ａ･definite drying condiﾌtion.･.
　The rate of loss of water from slide-glass is greater than that of water from filte「
paper. The animal　dried on slide-glass is more injuriously affected than that on
filter paper. It is hardly recognized, however, that the rapid　drying on　slide-glass
exerts ａ mechanical injury to the animals. and is showr! that the all of them isolated
on' filter paper survive well after the slow ･ desiccation. In another experiment, even
when the animals placed, on filter paper were exposed　to　the intensive desiccation
in tｈｅ°PaOr.-desiccator, they could゛survive without injury for ａ long period. but the
number of　individuals　killed ･ by　the　desiccation　increases　with the time of ･the
drying. It is to be confirmed from these results that the　desiccation death seems to
occur owing to the fact that the loss of water from the animals ｅχceeds their fatal
limiting values｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　(Received April 30， 1953)･

